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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・4/19、22新人のOT、栄養士スタッフのローテ研修があります。

・4/20　13:30～14時まで、六角堂祭があります。当日は、病棟に2名スタッフを残し、あとは参加となります。留守のスタッフは、橘Nsと高森CWです。また、雨天時は4/22に変更となります。時間は変更ありません。4/20の10時に最終決定とします。病棟から参加する患者様は、SGMとJGMが決めておきます。

＜患者様連絡事項＞

・坂　貢様～本日、9:30～10時に外出しています。特に、妄想に左右された発言は無く帰院されています。

・七崎　之利様～本日、18:30～20:30にAAのため外出されます。

・新井　圭次様～現在、外泊中ですが、異常連絡はありません。

・平野　稔様～本日、14時に東Bユニットから西Bユニット26号室へ転入の予定です。

・木村　ミワ様～御家族より確認とれ、当院歯科受診予約を入れています。

＜外泊予定患者様＞

・新井　圭次様～4/18 17:30～4/22 17時まで外泊予定です。現在、外泊中で4/18に帰院されますが、そのまま再度外泊へ行かれます。薬の持たせ忘れに注意してください。

・七崎　之利様～4/19 9時～4/21 20時までの外泊となっています。帰院時間が遅い為、帰院時病院に着いたら、電話を下さいと外泊時両親へ伝えるのを忘れないで下さい。

・川井　尚子様～4/19 9:30～4/22 16:30まで外泊となります。外泊中に整形受診もしてくるそうです。入院証明書の依頼は医事へしています。忘れずに渡してください。

＜安が平Dr診察＞

· 豊巻　薫様～4/17～5/1までのシンラック液予測指示は継続となります。

· 川口　豊松様～夜間不眠と幻聴の訴え聞かれ、エビリファイが増薬となります。

· 坂本　のり子様～ロキソプロフェンは飲み切り中止となります。

· 渡辺　達也様～白内障の症状を訴えられ、連休明けに眼科受診を希望されています。主

　治医より許可は出ています。日程は、担当者と話し合って決めてください。また、そろそろ退院を促していきたいと思います。本人様は、自宅へのトラウマが強いため、現在住める状況であるのか確認が必要です。退院前訪問指導もかねて、担当者、ワーカー、生活保護担当者で自宅の下見をお願いします。日程は、３者で話し合ってください。

＊川井　尚子様退院療養検討会を実施しています。（別紙参照）

川井　尚子様担当者へ

1 通所の利用回数を本人様と話し合って下さい。（1週間何回利用するか）

2 通所までの交通手段も本人と話し合ってください。退院後は、両親との同居となり両親が通所までの送迎を行うと話していますが、両親は高齢なため将来的には、バス等の交通手段を使用しての通所と思われます。住所も売市で、本人の現在の身体状況も考慮してもバス等を使用しての移動は可能と思われますので、一度検討してみてください。

	退院療養支援計画書

	患者氏名
	川井　尚子
	様
	入院日
	2013/1/24

	
	
	
	計画日
	2013/4/17

	主病名
	統合失調症
	（F10）
(F31)
	合併症
	


	病棟（ユニット）
	西病棟Aユニット
	

	主治医
	安が平
	担当Ns
	西山
	担当SW
	三浦綾

	その他の出席者
	病棟看護師、作業療法士、精神保健福祉士

	患者以外の相談者
	なし

	本人の意向と治療意思（看護）
	退院した方が足のリハビリにも繋がるので、早く退院して、外来通院と通所利用しながら就職先を考えたい。（看護：白川）

	家族の意向と受け入れ

態勢（看護・SW）
	退院後は同居になるが、両親ともに高齢である為、通院や通所はしばらくは送迎は可能だが、歩行が安定したらバスなど利用するなど自立して就職をして欲しい(看護：白川)

保護者は父で､治療に協力的であり､外泊等の協力が得られていた。本人が就労することを希望している。また､当初は障害者手帳を申請しないと話していたが､本人と相談して申請することとしたと話している。（SW：三浦）

	医師の治療方針
	定期的な外来通院

	社会生活上の問題点

（退院に係る問題点）
	入院時に腰椎椎間板ヘルニア、頸椎骨軟化症による腰痛、頚部痛訴え、入院後に滝沢整形外科受診にて変形性脊椎症、頸肩碗症候群と診断され週1回の電気治療にて腰痛が軽減してきた為、退院後も通院を希望されている。　（看護：白川）

	
	退院後は､いずれ就労を希望しており､就労に向けた支援内容を検討する必要がある。本人の病状や身体状態､意向を確認し､上記に沿ったステップアップの就労訓練計画を策定していくことが必要。また､両親が高齢であり､今後の療養に対して強い不安を抱いていることから､障害年金や障害者手帳等､福祉サービスによる支援を検討していく。（SW：三浦）

	退院に向けた目標設定

支援期間、支援概要

→今後のリハビリテーション
	跛行は通院治療や薬剤調整等で徐々に改善傾向に向かっており、歩行訓練も継続して実施しているが、本人より退院した方が歩く時間があると話され、出来るだけ早くの退院を希望されている。歩行訓練や体力維持目的にて通院や通所サービスを利用を予定している。　（看護：白川）　　　　　

作業には欠席することなく継続して参加されており、作業時間中は本人の希望で学習に取り組まれている。何かわからないことがあると自分から確認することができており、作業時間終了まで集中して取り組む事ができている。作業遂行能力については、初めて行う作業でも、スタッフからやり方を聞き、聞いた方法通りに間違うことなく作業を進める事が出来ている。跛行については、本人に話しを聞くと「足が動きづらいんです」との発言が聞かれている。病棟にて足の動かし方の確認や、簡単な運動を行ったところ、最初は動きの固さも見られていたものの、次第にスムーズに動かす事が出来るようになっている。今後のリハビリテーションを考えると、作業能力は高いものの、就職に関する能力やその適正を確認、検討していく必要があると考える。歩行状態については、本人に意識してもらう事で、問題なく動かす事が出来ると予測される為、今後は通所等を利用し、就労に関する能力の向上を図ってことで、今後の生活の充実が図れると考える。（OT：慶長）

	予想される退院先
	自宅　　（看護：白川）

	退院後に利用が予想される社会福祉サービス等
	・青南病院　外来通院

・精神科デイケア（通所リハビリテーション　青陽館）

・自立支援医療費制度　受給中　　　(看護：白川､PSW：三浦)

	退院後に利用が予想される社会福祉サービスの

担当者
	・青南病院　主治医　安ケ平Dr

　　　　　　　　外来Ns　小笠原　香織Ｎｓ

　　　　　　　　担当PSW：三浦　綾

・精神科デイケア　青陽館：上野　葉子Ns

	備考（継続すべき検討事項及び特記事項）
	特記なし


